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２．経営方針 

 

(1) 経営の基本方針 

当社は、創業以来一世紀以上にわたり、農業機械、上下水道用パイプ、環境施設など、暮らしと社会

に貢献するさまざまな製品を世に送り出してきました。 

21 世紀の今日も、「豊かな生活と社会の基盤を支える製品・技術・サービスを通じて、社会の発展と地

球環境の保全に貢献する」という経営理念のもと、「食料」「水」「環境」という世界的課題の解決に向けて、

グローバルに事業を展開しています。 

今後もこうした基本方針を堅持し、経営のスピード・アップ、資源の重点配分、グループ力の強化など

により社会の変化に的確に対応し、たゆまぬ自己革新を通じて企業価値の一層の向上に努めていきま

す。 

 

(2) 中・長期的な利益成長実現のための重点施策 

当社は、厳しい事業環境の中で中長期的な発展を実現するため、以下の取り組みを推進してい

きます。 

 

１）技術・モノづくりに軸足を置いた現場重視の経営 

製造業の根幹をなす技術開発力とモノづくり力の向上に重点をおいた経営を継続します。 グローバ

ル化が急速に進展するなか、厳しい競争に打ち勝ち、中長期的な成長を実現していくには技術開発力

とモノづくり力の強化が不可欠です。 当社に必要な技術開発の分野を明確にして先進技術の獲得に

励むとともに、品質や生産技術の向上に向けた組織整備などを通じて他社を圧倒するモノづくり技術・

技能の蓄積に努めます。 

 

２）ＣＳＲ経営のさらなる追求 

企業が持続的に成長・発展していくには、社会の発展や地球環境の保全などに深く配慮した経営、

すなわちＣＳＲ経営を徹底することが必要です。 当社はこれまで、「地球環境への負荷の低減」、「ダイ

バーシティ・マネジメントの拡充」および「内部統制の強化」に重点を置いたＣＳＲ経営を展開してきました。 

今後はこれらを継続するとともに、新たに「東日本大震災の被災者および被災地復興への支援」に取り

組みます。 

 

３）さらなるグローバル化の推進 

売上高の約半分を海外売上が占める当社が一層の成長を図るには、「さらなるグローバル化」が欠か

せません。 販売だけでなく、生産、研究開発、経営資源、経営管理など、事業のあらゆる局面において

グローバル化を促進します。 海外生産の拡大、研究開発の海外現地化、海外従業員の幹部登用など

とあわせて、グループ全体の経営資源を各国・各地域の事業にタイムリーに投入していくための仕組み

づくりを推進します。 さらに、各国・各地域での市場の変化に迅速に対応するため、地域別の事業運営

体制の整備に取り組みます。 

 

４）長期的な成長のための取り組み強化 

食料・水・環境分野を中心に、長期的な成長の実現に向けた新たな事業展開を促進します。 機械事

業は、従来からの稲作向け農業機械に加えて畑作向け大型農業機械への進出を図り、総合農業機械メ
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ーカーとして、グローバルな規模で食料増産への貢献を目指します。 水・環境事業は、アジアでの展

開を本格化します。当期はポンプ事業の中国子会社設立、新興国等でのニーズに応えるための「水・環

境総合研究所」設立などをおこない、次期は水処理事業の中国子会社を２社設立します。 長年にわた

る国内での事業経験を生かし、アジアでの水・環境事業を当社の新たな成長事業に育てていきます。 

 

５）東日本大震災への対応 

未曾有の被害があった東日本大震災への適切な対応は重要な経営課題です。当社は震災後直ちに

「支援・復興対策本部」を立ち上げ、さまざまな方法で被災された方々への支援を進めてきましたが、今

後も継続的に支援活動を行っていきます。 

同時に、被災地域の復興に必要な資材・製品を被災地域に確実に供給できる体制を整えていきます。

そのために、部品不足等により生産活動に制約を受けている当社の一部製造拠点の本格生産復帰に

全力で取り組みます。 

 

 

なお、本資料で記述されている業績予想及び将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社

が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、様々な要因の変

化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となる可能性があります。 


